
　以前の豊橋は渥美郡と呼ばれ、朝倉川河口の吉田城境内は東京ドーム二十個分を超す巨大な敷地を

有していました。

　現在は豊橋公園となったこの場所に鎮座していた飽海神戸神明社は戦争で移転しましたが、天狗が

鬼を追いやる鬼祭が継承されています。

　このエリアで発掘作業が行われ、飽海遺跡が見つかっています。

　奥三河には鬼神の祭である花祭が継承されていますが、関係はあるのでしょうか。

　豊橋は古墳の密集地ですが、ここから北関東に古墳が伝播した事が知られています。

　埼玉県のさきたま古墳群中最古の稲荷山古墳から発見された鉄剣鉄剣にX線撮影を行う事で剣に記

された銘文が復元され、「百年に一度の発見」と世を騒がせました。

　

（表）

辛亥年七月中記乎獲居臣上祖名意富比垝其児多加利足尼其児名弖已加利獲居其児名多加披次獲居其児

名多沙鬼獲居其児名半弖比

（裏）

其児名加差披余其児名乎獲居臣世々為杖刀人首奉事来至今獲加多支鹵大王寺在斯鬼宮時吾左治天下令

作此百練利刀記吾奉事根原也

　

　「辛亥の年、七月中に記す。乎獲居臣、上祖の名は意富比垝、その子は多加利足尼、その子の名は

弖已加利獲居、その子は名多加披次獲居、その子の名は多沙鬼獲居、その子の名は半弖比、その子の

名は加差披余、その子の名は乎獲居臣。世々、杖刀人の首となり、今に至るまで奉事して来た。獲加

多支鹵大王の寺が斯鬼宮に在った時、吾は天下を治めるのを左し、令この百練の利刀を作らせ、吾が

奉事の根原を記すなり。」

　この銘文は様々に翻訳され、「記乎獲居臣」の記を「記の乎獲居臣」と名字として訳したり、獲加

多支鹵大王もワカタシロやワカタケシなどをも訳されますが、ワカタケル大王と読み、大泊瀬若武尊

の異名を持つ雄略天皇とするのが一般的とされます。

　この「斯鬼（シキ）宮」は通常、雄略天皇の「初瀬朝倉宮」に比定されています。

　熊本県の江田船山古墳（五世紀後半～六世紀初頭）から出土した鉄剣に記された「治天下獲□□□

鹵大王世」も、稲荷山古墳から出土した鉄剣に記されたワカタケルではないかとされており、文官と

して朝廷に出仕していた事も記されているので、朝廷が両者の間に存在していたのでしょうか。

　倭王が遣使した宗の正史「宗書」夷蕃伝・倭国条に、『倭の五王（賛・弥・済・興・武）』が登場

しています。

　卑弥呼の記述の後、226年以降、一世紀にわたり倭国は中国正史から姿を消し、空白の四世紀と呼ば

れますが、この時代に前方後円墳が登場し、全国的に波及しています。

　倭の五王が中国の南朝に使者を送り、自ら「使持節都督、倭・百済・新羅・任那・加羅・秦韓・慕

韓六国諸軍事、安東大将軍、倭国王」と称し、あるいは「使持節都督、倭・百済・新羅・任那・加

羅・秦韓・慕韓七国諸軍事、安束大将軍、倭国王」と称し、この称号を認めてくれと強談します。

　使持節とは使持節・持節・仮節の将軍につけられた三つの格のなかで最上位とされ、都督とは監

督・統括の意味で軍事令官を意味します。

　安東将軍は、高句麗に与えられた制東大将軍に対抗するものとも解釈されています。



　倭王武の上表文の前半には「祖先が東は毛人を征すること五十五国、西は衆夷を征すること六十六

国、海北を渡り平げること九十五国」と記されヤマトタケルの伝承に酷似しています。

　日本列島の東西を統治したのであれば、その王朝は本州の中心に位置したのでしょうか。

　ヤマトタケルと雄略天皇には共通項が数多く見受けられます。

　伊勢内宮は豊鍬入姫命と倭姫により元伊勢と呼ばれる地を転々としつつ十一代・垂仁天皇の御世に

現在の地に遷座したとされますが、外宮にも元伊勢が存在し、二十一代・雄略天皇の御世に丹波から

直接やってきたとされます。

　雄略天皇には非道な記述がなされており、クーデターと思しき王権の略奪を行いますが、ヤマトタ

ケルは卑怯で粗暴、卑怯な手でクマソタケルやイズモタケルに勝っています。

　古事記では葛城の一言主神が雄略天皇と全く同じ姿で登場し、一言主神は醜い姿で役小角に呪縛さ

れたと伝えられますが、「役行者絵巻」ではこの神を大物主・ニギハヤヒの別名としています。

　日本書記では景行天皇がヤマトタケルを「即ち知りぬ、形は我が子、実は神人にますことを」と言

い、雄略天皇を「天皇産れまして、神しき光、殿に満ちる」と記しており、ヤマトタケルをモデルに

している可能性は高そうです。

　景行天皇の在位は西暦71～130年で、後漢書に言う「倭國大乱」は桓帝・霊帝の間、すなわち146～

183年とされているので、景行天皇・ヤマトタケルの九州～関東遠征から仲哀天皇・神功皇后・応神天

皇周辺の記述は、倭国大乱を元にしたのでしょうか。

　倭王・武の武をタケルと読めばヤマト王タケルとなりますが、飽海遺跡こそヤマトタケルが祭祀を

行った其鬼宮で、卑弥呼の鬼道が行われていたのでしょうか。

　鬼祭では鬼が天狗に負けて逃げますが、戦争で追いやられた民が山奥に隠れ、鬼道を継承してきた

のが花祭であるなら、邪馬台国の祭祀が現存している事になります。

　　飽海や渥美は海洋民族の安曇族に由来しており、安曇族の痕跡のある北九州でも修正鬼会に仏の

化身である鬼が登場し、花祭と同系の祭と研究されています。

　吉備津彦神社にも原型は止めていないものの花祭が存在し、同系の舞が継承されていますが、ここ

にも桃太郎の鬼退治伝承が残されます。

　花祭が広域で行われてきた邪馬台国の祭祀であれば、過疎化で継承の危うい花祭も全国に復興させ

る事は可能でしょう。

　其鬼宮の跡地である豊橋公園で花祭を行えば、全国から人を誘致する事も可能です。

　初瀬朝倉宮の候補地は複数ありますが、朝倉川河口の飽海遺跡は含まれていません。

　明確に違う根拠が提示出来ないのであれば、ここも研究対象とすべき場所であり、日本や世界の重

要な遺産に関わる可能性があれば、全国区で取り扱うべき場所となります。

　この地を有効に活用する事のメリットは、計り知れないものがあるのではないでしょうか。
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